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ハナヤナギの駆虫成分

竹本常松*・醍醐階二*

T. TAKEMOTO and K. DAIGO: An anthelmintic 

effective component of Chondγia aγma~砧

1113和 28年，私た ちは海人草 Digemaからはじめて駆虫成分カイニシ酸
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kainic acidをjJlJll!分献し') つづいて11川口 30"1'.，副成分 r アロ カイュγ階

a-allo kainic acidを単附した2)。
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南米，カ イニ Y酸または ζれに近似した成分が数多い海部中のどれかに

あるいは合有さるべきことをひそかに期待し.!J]g出効果をヰfずる海泌をさが

しもとめ，その成分研究をお ζなうべく作機していた。

たまたま .1113和 32"下9月，鹿児応大学教佼III1 I ql~ 11 p!i-:f:らと尽久山方市に

おける海人 -I'j '(生育状況を視察旅行111 ， 土地の Ilïを~から駆虫効果ありとされ

ている海部ハナヤナギ Chondriaarmata (l<UTZING) OKAMURA の乾燥日を

入乎，り4iさl臨床制1l実験を乙乙ろみたととろ liti-片な効;!誌を隊認した。そ乙

で成分検誌をお乙ない，すぐれた駆けl作用をぷす mp2170 (dccomp)，制i成

C"耳目O，N・2H，Oの;無色針状結!?iの酸成分を単離， 新jぷ分とみなし， ハナ

ヤナギの土俗名ドヲモイにちなんでドクモイ的 domoicacidと名づけた。 ド

ノ夕

、/ラヰ

~ _L 
ドヴモイ 再現紡 ldt

大阪大学薬学部:1m~ 1+' rli mヶ1也).
Pharmaceutical Facult.v. Univet'sity of Osaka， Toyonaka-Hotarug'ail王e，
Osaka-Fu. 
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クモイ駿の化学構造は 物理的ならびに 化学的知見にもとづいてLs-arabo-2・

，carboxy・3・carboxymethy1-4・ (2・carboxy・1・methyl-l，3・hexadienyl)pyηoli-

mneと推定された。
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なお，私たちはハナヤナギから駆虫成分 ドクモイ酸のほかに D-アスパ

ラギシ酸および L-νトルリッなど珍稀なアミノ酸を抽出分離している.3)
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アイルランドの海藻利用
T. SEGl: Utilization of Seaweeds in Ireland 

瀬木紀 男

アイルラン ドは本邦と問機四百海にか乙まれ資源も貧弱なため，自然l乙

海藻が軍要視され，利用の道も広く研究されて欧洲有数の海藻国となった。

昨年八月中句， トリニティ大学 (ダブリ γ)1ζ於ける海藻研究と， 第三回国

際海藻も/ンポジクム(於ゴノレクェイ)出席のためこの国を訪れる機会を得た

筆者は，海藻利用について興味ある知見をなし得たのでこ乙に略述する。

1. 石友藻の壁

ゴノレクェイからパスで約2時間のガ ロ-9エ， ドーレ シ両海岸でνンポ

ジクムの海藻採集会が催されたが，Ascoρhyllum， Fucus， Himanthalia， 

Laminaria， Pelvetia， Gelidium， Polysiρhonia等の内，日本にない種類も

多くあって非常に興味深かった。乙の帰途採集品を整理するため，附近のセ

ジト・ マックダラ小学校lζ立寄ったが，驚いた ζ とには此処の壁は全部イν
モ (Lithothamnioncalcareum (ELL. et SOL.) ARESCH.)で表面全体が塗装さ
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